
立正大学における
「応用基礎レベル」の対応

－ PBL / 実データ演習等に関連する取組－

2024年1月18日
数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシアム 
関東ブロックワークショップ
2023年度第6回「認定制度 (応用基礎レベル)の申請に向けて〜PBL / 実データ演習の取り組み〜」

高部 勲
立正大学データサイエンス学部



立正大学データサイエンス学部の概要

学部の教育の特徴
 学生全員へのノートパソコン貸与
 文系・理系にかかわらずデータサイエンス
の力をしっかりと身につけられる
カリキュラム

 企業や組織と連携した実践的な教育体制
 専門領域における教員のきめ細やかな
専門指導

 令和3年4月に、埼玉県熊谷市（熊谷キャンパス）に開設
 データサイエンスに関する様々な分野の科目を提供

（理系・文系を幅広く、文理融合型の実践的な教育）
 それぞれの分野の実務と強く結びついた教育を実施

《主な教育研究分野》
ビジネス、社会・観光、経済、スポーツ、
官公庁（公的統計）、気象・地理、地域開発 など

【カリキュラムのイメージ】
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（https://www.ris.ac.jp/ds/）

立正大学データサイエンス学部の概要



データサイエンス応用基礎プログラムの特徴
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（https://www.ris.ac.jp/ds/curriculum/mdash.html ）

※リテラシーレベルの申請に向けて準備中
※AI入門Ⅰ・Ⅱを基にした全学対象の授業を準備中



4/18

データサイエンス応用基礎プログラムの特徴

（https://www.ris.ac.jp/ds/hca0a700000003uh/mdash_ris_2021.pdf）



データサイエンス応用基礎プログラムの特徴
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カリキュラム
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データサイエンス応用基礎プログラムの特徴

（https://www.ris.ac.jp/ds/hca0a700000003uh/mdash_ris_2021.pdf）
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データサイエンス応用基礎プログラムの特徴

 AI入門Ⅰ・Ⅱ 【必修科目・オンデマンド】
←小テストとともに実施するアンケートへのコメント（一部）で、フィードバック（双方向性）

 プログラミング基礎【必修科目】
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データサイエンス応用基礎プログラムの特徴

[ 様々なデータを用いた演習・データ利活用についてカバーするために … ]
 ビッグデータ、ミクロデータ等を活用した研究事例を講義資料で引用
 データを活用した演習・実習の成果を講義資料で引用

 AI入門Ⅰ・Ⅱの各回の小テストなどで一部対応
 プログラミング基礎で一部対応



 民間調査会社に委託して実施
 2023年11月20にデータ納品済み

社会調査実習Ⅰ・Ⅱ（社会調査士認定科目）

SNSの種類、利用方法に関する調査
【調査設計】
●設問数 ：スクリーニング2問、本調査10問相当（弊社
換算）
●サンプル数 ：1,000ss （スクリーニング2,000ssまで）
●調査エリア ：全国
●性別 ：男女
●年齢 ：20歳以上
●対象条件 ：なし
●割付 ：10セル（性別2区分✕年代5区分）※20代、30
代、40代、50代、60歳以上
●出現率 ：90%以上想定
●業務範囲 ：実査
●納品物 ：ローデータ、GT表、画面HTML

大学生の学業・生活
に関する調査

【調査設計】
●サンプル数 ：1,000ss
（スクリーニング2,000ssまで）
●調査エリア ：全国
●性別 ：男女
●年齢 ：18歳～24歳
●対象条件 ：日本の大学生
●割付 ：4セル（学年4区分）
●出現率 ：90%以上想定
●業務範囲 ：実査
●納品物 ：ローデータ、GT表、画面HTML

講義スライド
での引用事例
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個数 / no 列ラベル
行ラベル かなり流され流されやすいふつう 流されにくい全く流されな総計
１日に３０分未 1% 7% 43% 33% 15% 100%
３０分～１時間 1% 21% 45% 26% 7% 100%
１時間～３時 1% 17% 53% 22% 7% 100%
３時間～５時 2% 21% 44% 28% 5% 100%
５時間以上 11% 19% 39% 14% 17% 100%
総計 2% 15% 46% 27% 10% 100%

行ラベル 知人同士のＳＮＳを通自分の行動仕事の連絡「いいね」流行や直近趣味の情報自分の投稿その他

男性／20代 9.9% 11.8% 12.6% 16.3% 22.6% 10.1% 10.5% 21.2% 20.0%
男性／30代 9.7% 9.9% 14.3% 7.5% 15.1% 13.8% 10.8% 9.1% 6.7%
男性／40代 9.1% 7.5% 8.4% 8.8% 7.5% 7.8% 9.5% 15.2% 13.3%
男性／50代 8.5% 10.6% 8.4% 10.0% 5.7% 4.1% 9.2% 12.1% 13.3%
男性／60代 9.9% 7.5% 3.4% 11.3% 9.4% 6.5% 6.4% 6.1% 13.3%
女性／20代 12.4% 14.9% 18.5% 8.8% 15.1% 12.4% 14.6% 12.1% 6.7%
女性／30代 12.7% 13.7% 12.6% 13.8% 9.4% 12.4% 14.2% 6.1% 13.3%
女性／40代 10.2% 9.3% 10.9% 7.5% 7.5% 12.4% 10.5% 9.1% 0.0%
女性／50代 9.3% 6.8% 7.6% 8.8% 7.5% 11.1% 7.1% 9.1% 0.0%
女性／60代 8.3% 8.1% 3.4% 7.5% 0.0% 9.2% 7.1% 0.0% 13.3%
総計 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00%

あなたがＳＮＳを利用する理由を教えてください。（ＭＡ）

社会調査実習Ⅰ・Ⅱ（社会調査士認定科目）
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講義スライド
での引用事例



Copyright ©2019RisshoUniversity.All Rights Reserved.

1. 使ってみよう！ ミクロデータ

  －社会生活基本調査の匿名データを

  用いた分析を例として－

2. 国勢調査

    日本社会の100年

3. SAS Studioによるやさしい統
計データ分析

統計学実習

SAS 9.4での実行

演習室での実行
オフラインでの利用可能なSASを使用

起動時の画面
エディタの画面にコードを入力
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講義スライド
での引用事例



Copyright ©2019Rissho University. All Rights Reserved.

irisの散布図
reg x=PetalLength y=PetalWidth / nomarkers
group=Species;

統計学実習
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講義スライド
での引用事例



金融・ファイナンスにおける応用

[山下・三浦(2011)、尾木(2017)]

 ロジスティック回帰モデルの活用
デフォルト（※）確率の推定

（※）債務不履行、返済の遅れ

 ロジスティック回帰モデルのメリット
審査業務の効率化
審査結果の数値化、客観化、標準化
リスクを考慮した金利の設定、商品の提案
予想損失額の推定（損失額×デフォルト確率）
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講義スライド
での引用事例



金融・ファイナンスにおける応用

[高部・山下 (2018)] 15/18

講義スライド
での引用事例



家計調査データに基づく地域別・品目別消費支出のクラスタリング
 「SSDSE（教育用標準データセット）」（統計センターが作成・提供）の

「 SSDSE-2020C （C. 都道府県庁所在市別・家計消費データ）」
（品目別支出額データ）を対象に階層クラスター分析を実施

 都道府県・地域の情報を用いていないにも関わらず、結果として得られた
クラスターは、一般的な行政区分を再現（東北、北陸、関東 …）

 このような結果が得られた背景・理由について考察
⇒ 消費から地域性を捉える際の新たな視点となりうるのではないか？

【SSDSE-2020C】 【クラスター分析】
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講義スライド
での引用事例



 標準化した品目別データを
クラスターごとに見る

 符号の正負で色分け
（正：白、負：黒）

⇒以下の特徴を確認
・まぐろ・たい：大まかに、

関東と関西を分ける要素
・納豆：関西と関東で好みが

分かれる品目
・肉類：東と西に、大まかに

地域を分ける要因
・しょう油・ソース：大阪と

広島を含むクラスターを
明確にする役割

・酒類：東北や近畿地方
で清酒の消費が多く、
九州では焼酎の消費が多い

⇒こうした特徴が複合的に作用
して、地域を分ける要因に
なっているのではないか？
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家計調査データに基づく地域別・品目別消費支出のクラスタリング
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講義スライド
での引用事例



消費動向指数（ＣＴＩ）の概要
 ビッグデータ等を活用し、消費動向をマクロ・ミクロの両面から捉える速報性の高い消費指標
の体系：消費動向指数（CTI：Consumption Trend Index）を新たに開発

総消費動向指数
（マクロ消費動向）

国内経済における個人消費総額（GDPにおける家計最終消
費支出）の月次動向を示す統計指標

世帯の平均消費支出額（10大費目別、世帯類型別など）の
月次動向を示す統計指標 ※家計調査の上位モデルとなる消費指標

世帯消費動向指数
（ミクロ消費動向）
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5 GDP統計（家計最終消費支出）をターゲットとして、最新の動向を推測
 時系列分析の手法（状態空間モデル）と各種のデータを用いて、

GDP統計の四半期別公表値では観測できない月次の値を推計

 家計調査（標本規模：二人以上の世帯 約８千、単身世帯 約7百）の結果を、
 家計消費単身モニター調査（標本規模：2千4百）
 家計消費状況調査（標本規模：約３万）

の結果等と最新の統計手法を用いて補正・補強し、標本規模
を擬似的に拡大させ、推計精度を向上

二人以上の世帯 単身世帯

家計調査

家計消費
状況調査 単身

モニター
調査

現
在
の
月
次

公
表
範
囲

（総務省統計局資料から引用）

状態空間モデルの応用例
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講義スライド
での引用事例
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